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Rokkasho広報ろっかしょ

Pick Up Topics

がむしゃら野球で、
気迫の一勝
六高「雑草軍団」2 年連続初戦突破

威風堂々、
防災への士気盛んに
平成 23 年度連合観閲式

photo 六ヶ所高校体育祭「ヒューマンブリッジ」。
　　　リレーで作る人間の橋を、バランスをとりながら渡る″ワタラー″の生徒
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がむしゃら野球で、気迫の一勝Pick Up Topics 1

六高「雑草軍団」　２年連続初戦突破

①三田大樹　  3 年（三沢第三）
②相内良成　  3 年（六ヶ所第二）
③木村悠汰　  2 年（千歳）
④目代高太郎  3 年（泊）
⑤松橋知葵　  3 年（千歳）
⑥及川静也　  2 年（泊）
⑦相内大毅　  2 年（千歳）

⑧山田将暢　  2 年（泊）
⑨橋本慎也　  3 年（六ヶ所第二）
⑩中村一輝　  3 年（泊）
⑪松尾敬之　  2 年（千歳）
⑫高村勇太　  2 年（六ヶ所第二）
⑬長谷川優真  1 年（泊）
⑭渡辺新大　  1 年（千歳）

⑮佐藤貴教　  1 年（千歳）
⑯木村直也　  1 年（千歳）
⑰吉田潤也　  2 年（泊）
⑱橘　秀勝　  2 年（泊）
⑲鳥山　諒　  1 年（千歳）
⑳木村拓也　  1 年（六ヶ所第二）
監督：飛内伸哉　　部長：柴田裕介

六ヶ所高校野球部「雑草軍団」
背番号　氏名   　　  学年　   出身校

　

平
成
23
年
度
連
合
観
閲
式
が
６
月
26

日
、
大
石
総
合
運
動
公
園
駐
車
場
で
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

連
合
観
閲
式
は
、
㈶
青
森
県
消
防
協
会

上
十
三
支
部
北
部
上
北
地
区（
六
ヶ
所
村
・

野
辺
地
町
・
横
浜
町
）
の
主
催
。
３
町
村

の
消
防
団
員
約
４
０
０
人
、
消
防
車
両
な

ど
が
一
堂
に
会
し
、
古
川
健
治
村
長
や
関

係
者
の
観
閲
を
受
け
ま
し
た
。

　

古
川
村
長
は
観
閲
後
、「
威
風
堂
々
、

気
迫
に
満
ち
た
勇
姿
は
大
変
頼
も
し
く
、

心
強
い
。
不
屈
の
精
神
の
も
と
、
不
断

の
努
力
で
よ
り
一
層
任
務
に
精
励
す
る

こ
と
を
願
う
」
と
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

　

観
閲
式
で
は
、
火
災
を
想
定
し
消
火
ま

で
の
時
間
を
競
う
消
防
操
法
や
消
防
ポ
ン

プ
の
水
圧
で
玉
を
落
と
す
玉
落
と
し
競
技

な
ど
が
行
わ
れ
、
各
町
村
の
代
表
は
日
ご
ろ

の
訓
練
の
成
果
を
競
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
団
員
の
永
年
の
消
防
団
活

動
を
た
た
え
各
種
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〈
本
村
関
係
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
：

名
前
・
階
級
〉

●
消
防
庁
長
官
表
彰〈
永
年
勤
続
功
労
章
〉

木
村
義
一
郎
・
分
団
長

●
青
森
県
知
事
表
彰〈
永
年
勤
続
功
労
章
〉

沼
尾
秀
雄
・
副
分
団
長
▼
佐
々
木
清
孝
・

部
長
▼
林
清
・
同
▼
髙
田
新
一
・
同
▼
中

村
久
雄
・
同
▼
藤
谷
義
秋
・
班
長

●
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰
〈
功
績
章
〉

髙
橋
義
経
・
副
団
長
〈
勤
続
章
〉
尾
ヶ
瀬

庄
太
郎
・
分
団
長
▼
髙
田
秀
明
・
分
団
長

▼
石
久
保
斉
・
分
団
長

●
青
森
県
消
防
協
会
会
長
表
彰
〈
優
良
消

防
団
〉
六
ヶ
所
村
消
防
団
〈
功
労
章
〉
尾
ヶ

瀬
庄
太
郎
・
分
団
長
▼
髙
田
秀
明
・
同
▼

石
久
保
斉
・
同
〈
勤
功
章
〉
秋
戸
祐
悦
・

分
団
長
▼
五
十
嵐
誠
一
・
同
〈
永
年
勤
続

章
（
25
年
）〉
沼
尾
秀
雄
・
副
分
団
長
▼

佐
々
木
清
孝
・
部
長
▼
林
清
・
同
▼
髙
田

新
一
・
同
▼
藤
谷
義
秋
・
班
長
〈
永
年
勤

続
章
（
20
年
）〉
五
十
嵐
誠
一
・
分
団
長

▼
辻
浦
直
志
・
副
分
団
長
▼
阿
部
亨
・
同

▼
田
中
市
雄
・
部
長
▼
橋
本
剛
・
同
▼
沼

山
浩
幸
・
班
長
▼
佐
藤
昇
・
同
〈
永 

年 

勤 

続 

章
（
15
年
）〉
鳥
谷
部
清
一
・
部
長

▼
橋
本
勝
広
・
班
長
▼
三
戸
誠
・
団
員
▼

藤
ヶ
森
保
・
同
▼
相
内
清
市
・
同
▼
下
舌

鉄
弥
・
同
▼
木
村
信
義
・
同
▼
久
保
透
・

同
▼
相
内
昌
彦
・
同
〈
永
年
勤
続
章
（
10

年
）〉
橋
本
雅
雄
・
団
員
▼
三
浦
修
一
・

同
▼
高
村
雅
治
・
同
▼
丹
波
芳
弘
・
同
▼

中
村
和
弘
・
同
▼
木
村
正
俊
・
同

●
青
森
県
消
防
協
会
上
十
三
支
部
長
表
彰

〈
支
部
功
労
章
〉
橋
本
雅
雄
・
団
員
▼
三
浦

修
一
・
同
▼
高
村
雅
治
・
同
▼
丹
波
芳
弘
・

同
▼
中
村
和
弘
・
同
▼
木
村
正
俊
・
同

村からは本部消防
団、1 ～ 10 分団の
各分団や泊婦人消
防協力隊（1_）な
どが参加し、統率
のとれた分列行進

（2_）を見せた
３_ 消火までの時
間を競う消防操法
で、息の合った連
携を見せた第 5 分
団の団員たち

３町村の団員が合同で、力強くまとい振りを披露した

１

２３

平
成
23
年
度
連
合
観
閲
式

威
風
堂
々
、
防
災
へ
の
士
気
盛
ん
に

Pick Up Topics 2

　

７
月
15
日
、
六
戸
町
『
メ
イ
プ
ル
ス
タ

ジ
ア
ム
』
に
、
校
歌
を
高
ら
か
に
歌
う
六

高
野
球
部
ナ
イ
ン
『
雑
草
軍
団
』
の
姿
が

あ
っ
た
。

　

甲
子
園
青
森
県
予
選
は
７
月
13
日
に
開

幕
。
大
会
３
日
目
の
こ
の
日
、
六
高
野
球

部
は
初
戦
を
迎
え
た
。
相
手
は
七
戸
高
。

春
の
地
区
大
会
で
12
―
０
の
コ
ー
ル
ド
負

け
を
喫
し
た
相
手
だ
。

　

初
回
か
ら
強
気
で
攻
撃
を
し
か
け
た

六
ヶ
所
は
、
３
回
裏
で
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か

む
。
１
ア
ウ
ト
満
塁
で
迎
え
た
３
番
橋
本

の
シ
ョ
ー
ト
ゴ
ロ
で
１
点
先
制
。
続
く
２

ア
ウ
ト
満
塁
で
４
番
木
村
（
悠
）
が
右
中

間
突
破
の
タ
イ
ム
リ
ー
で
２
点
追
加
。
５

番
山
田
も
セ
ン
タ
ー
前
タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ

ト
で
１
点
を
追
加
、一
挙
４
点
を
挙
げ
た
。

　

七
戸
は
４
回
表
、
レ
フ
ト
前
ヒ
ッ
ト
な

ど
で
２
点
を
返
し
４
―
２
の
展
開
と
な
る

が
、
六
ヶ
所
は
最
終
回
ま
で
リ
ー
ド
を
守
り

き
り
２
年
連
続
の
初
戦
突
破
を
果
た
し
た
。

　

２
日
後
の
17
日
、
対
十
和
田
工
高
２
回

戦
。
十
和
田
工
は
春
の
県
大
会
ベ
ス
ト
４

の
強
豪
。
六
ヶ
所
は
初
回
裏
か
ら
攻
め
の

攻
撃
を
し
か
け
る
も
、
２
回
表
で
十
和
田

工
の
猛
攻
撃
に
遭
い
４
点
を
失
う
。
後
を

追
う
展
開
と
な
っ
た
六
ヶ
所
は
４
、５
回

裏
で
１
点
ず
つ
を
返
し
た
が
、
十
和
田
工

は
６
、７
回
で
そ
れ
ぞ
れ
４
、２
点
を
追

加
。
10
―
２
で
六
ヶ
所
を
引
き
離
し
、
７

回
コ
ー
ル
ド
で
試
合
終
了
。
２
度
目
の
校

歌
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
響
か
な
か
っ
た
。

　

ス
タ
ン
ド
で
は
２
試
合
と
も
全
校
生
徒

が
声
を
枯
ら
し
て
応
援
し
、
選
手
た
ち
を

鼓
舞
し
た
。
２
回
戦
終
了
後
、
応
援
団
長

の
山
本
礼
人
さ
ん
は
「
選
手
た
ち
は
全
力

で
戦
っ
て
い
た
。
自
分
た
ち
も
悔
い
の
な

い
応
援
が
で
き
た
」
と

選
手
た
ち
の
健
闘
を
た

た
え
た
。

　

夏
の
大
会
で
引
退
す

る
６
人
の
３
年
生
部
員

た
ち
。「
支
え
て
く
れ
た

親
や
地
域
の
人
に
感
謝
」

（
目
代
）、「
親
類
な
ど
の
励
ま
し
が
力
に

な
っ
た
」（
相
内
）、「
み
ん
な
の
支
え
あ
っ

て
の
一
勝
」（
三
田
）、「
み
ん
な
の
応
援
が

力
に
。来
年
は
自
分
も
力
に
な
り
た
い
」（
松

橋
）、「
地
域
の
人
た
ち
の
支
え
で
あ
き
ら

め
ず
に
こ
こ
ま
で
来
れ
た
」（
中
村
）、「
新

チ
ー
ム
も
充
実
し
た
試
合
で
学
校
を
盛
り

上
げ
て
ほ
し
い
」（
橋
本
）
と
充
実
し
た
顔

で
３
年
間
を
振
り
返
っ
た
。

　

新
生
『
雑
草
軍
団
』
の
キ
ャ
プ
テ
ン
は

及
川
。「
目
指
す
は
シ
ー
ド
校
。
次
の
秋

季
大
会
も
一
丸
と
な
っ
て
、
全
員
野
球
で

勝
ち
に
行
く
」
と
表
情
を
引
き
締
め
た
。

　
″
が
む
し
ゃ
ら
野
球
〟
の
精
神
は
、
新

チ
ー
ム
に
し
っ
か
り
と
受
け
継
が
れ
た
。

主戦三田、渾身の投球（対七戸戦）

㊤木村（悠）の右中間突破タイ
ムリー３塁打で六ヶ所は 2 点を
追加（対七戸、3 回裏）　㊧応援
も全力で。全校生徒は声を枯ら
して声援をおくった
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六ヶ所トピックス

笑いあり、真剣勝負あり
「六高体育祭」生徒たちが熱戦

　六ヶ所高校（柴垣博孝校長、生徒 185 人）の体育祭「はじけ
ろ MY SOUL! ～ビバッ体育祭～」が 6 月 17 日、同校のグラウン
ドで開かれ、生徒たちが紅白に分かれ熱戦を繰り広げました。
　競技は定番の 100㍍走に始まり、″ワタラー″がリレーする
15 人の背中（橋）を渡りゴールを目指す『ヒューマンブリッジ』
や、バットを額にあてて 10 回まわりバトン（かつら）をつな
ぐ『加トちゃんは今夜も千鳥足』など 16 種目。笑いあり、真
剣勝負ありの多彩な種目の数々に、生徒たちは笑顔を弾けさせ
ていました。また、全校生徒のよさこいソーランでは、華麗な
演舞と持ち前の団結力を見せつけました。
　体育祭は紅組が勝利。紅組キャプテンの赤石一磨くんは「勝
利は紅組みんなの協力があったから。みんなで楽しめた体育祭
は高校生活のいい思い出になった」と笑顔で話していました。

各クラス 15 人が息を合わせて跳んだ「チームジャンプ」

Rokkasho Topics

村内企業の業務に理解深める
「村内企業説明会」六高で開かれる

　総合的な学習の時間「郷土を知る～村内企業研究会～」が 6
月 21 日、六ヶ所高校で開かれ、全校生徒が村内企業について
理解を深めました。
　研究会は、郷土の企業に対する理解を深め、今後の進路指導
に役立てようと、六ヶ所村産業協議会（橋本良春会長）と六ヶ
所村商工会（上長根浅吉会長）の協力により開催。村内企業な
ど 20 社が参加しました。生徒たちは企業ごとに設けられたブー
スで 15 分ずつ 4 回にわたり、業務内容などの説明を受けまし
た。中には、仕事に対する姿勢やマナーなどの大切さを話す担
当者も。生徒たちは話を熱心に聞き、質問したりメモをとった
りしていました。3 年 1 組の相内良成くんは「今までは名前だ
け知っていた企業でも、より詳細な話が聞けてとても勉強に
なった。将来の就職活動に役立てたい」と話していました。

「津波だ！高台へ逃げろ」
平沼保育所で津波想定し避難訓練

　大地震による津波を想定した避難訓練が 6 月 16 日、平沼保
育所（米内山ヨシ子所長、園児 35 人）で実施され、園児や保
育士たちが緊急時の避難経路を確認しました。
　訓練では、米内山所長が保育士と園児に拡声器で避難を指示。
1 ～ 3 歳児は保育士の車に乗せてＡコープ平沼店へ避難させ、4
～ 5 歳児は平沼保育所近くの神社（通称：神明様）がある高台へ
避難させました。どちらも避難指示から 6 分以内に避難が完了。
園児たちは保育士の指示を聞き速やかに避難しました。米内山所
長は「全園児とも混乱なく避難できた。今後も年に 2 回は同様の
訓練を実施していきたい」と話していました。
　村内では平沼保育所と同様に海抜の低い尾駮保育所（5 月
20 日）と泊保育所（6 月 15 日）でも避難訓練が実施されました。

長年の功績認められ
二本柳さん（平沼）が行政評価局長表彰

　二本柳正晴さん（平沼）が 5 月 20 日、「東北管区行政評価
局長表彰」を受賞しました。同日青森市で開かれた平成 23 年
度行政相談委員全体会議で、表彰を受けました。
　行政の仕組みや手続きに関する問い合わせなどの相談に対
し、その解決のための助言や関係行政機関に対する通知などの
仕事を無報酬で行う行政相談委員。二本柳さんは平成 7 年に
同委員に就任、地域住民の行政相談役として各種活動を続けて
きた功績が認められ、今回の受賞となりました。
　二本柳さんは受賞に際し「これを機にこれからも頑張ってい
きたい。住民の皆さんは、行政上のいろんな問題や悩みがあっ
たらいつでも相談してください」と話していました。

二本柳さん

被災地へ図書カード贈る
六ヶ所ロータリークが鵜住居小へ寄付

　六ヶ所ロータリークラブ（葛西徹也会長）は 6 月 3 日、岩手
県釜石市の鵜

う の す ま い

住居小学校を訪れ、参考書や各種図書の購入に役
立ててほしいと 30 万円分の図書カードを贈りました。
　鵜住居小学校（坂下俊彦校長、児童 340 人）は、3 月 11 日の
津波で校舎が被災し、現在児童たちは、同市内の双葉小学校（低
学年）と小佐野小学校（高学年）で授業を受けています。同クラ
ブ会員の家族が同小へ勤務していることが縁で、寄付を直接行い
ました。寄付はロータリークラブ 15 周年記念事業の一環として
実施。同事業実行委員長の小泉陽大さんは「鵜住居地区も津波の
被害が甚大で、被災し親や友達を亡くした子どもを、自らも被災
し親や友達を亡くした先生たちが必死にケアしている現実があっ
た。義援金、がれき撤去、炊き出しなど、復興の手助けのために
はどれも大事なことだと思いました」と話していました。

44 年にわたる功績認められ
尾ヶ瀬さん（平沼）が『瑞宝双光章』受章

保育士の後をついて、高台へ避難する園児たち

尾ヶ瀬さん㊨と妻の睦子さん㊧

企業担当者㊨の話を熱心に聞く生徒たち
（青森日揮プランテック㈱のブースで）

　本年 6 月 18 日に発表された春の叙勲で、尾ヶ瀬卯之吉さん
が『瑞宝双光章』を受章しました。同月 28 日に東京都のニッ
ショーホールで開かれた伝達式に尾ヶ瀬さんは妻の睦子さんと
共に出席。その後、皇居で天皇陛下からお祝いのことばを受け
ました。
　尾ヶ瀬さんは昭和 33 年、六ヶ所村消防団に入団。その後平
成 11 年に団長に就任、15 年に退団するまで 44 年にわたり消
防団活動に従事しました。今回の叙勲はその長年にわたる功績
が認められたものです。
　尾ヶ瀬さんは「おかげさまで叙勲を受章できました。これも
今まで関わってきた皆さまのご協力のたまものと大変感謝して
おります」と受章の喜びを語っていました。 鵜住居小の坂下俊彦校長（後列中）、葛西会長（前列右）と

ロータリークラブ会員たち
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六ヶ所トピックス

ミネさんの長寿は村の誇り
沼山ミネさん（室ノ久保）が満 100 歳

沼山ミネさんが 7 月 12 日、めでたく 100 歳を迎えました。
入所先のぼんてん荘では 13 日にお祝いのセレモニーが開かれ、
親族 11 人と入所者でミネさんの満 100 歳を祝いました。

古川健治村長はセレモニーで「ミネさんのご長寿は今の長
寿社会の大きな励みであり村の誇り」とお祝いの言葉を述べ、
孫の沼山久登志さんに顕彰状と祝い金を手渡しました。

親族を代表して、ひ孫の木村優生ちゃんが花束を贈呈。そ
の後、親族や入所者でハッピーバースデイを歌い、終始和やか
な雰囲気でセレモニーを終えました。久登志さんは「春に入退
院を繰り返しましたが、無事に今日を迎えることができうれし
い。長生きの秘訣は農作業をすること。おばあちゃんは山菜と
りの名人なんですよ」と笑顔で話していました。

Rokkasho Topics

ごみで海を汚さないで
泊中生徒が泊海岸でごみ拾い

　泊中学校（小山田晋弘校長、生徒 113 人）の全校生徒が 7
月 13 日、泊海岸のタタミ岩周辺のごみ拾いを実施しました。
　ごみ拾いは、総合的学習の一環。泊漁業協同組合の職員や保
護者も協力し、１時間ほど作業を行いました。
　生徒たちは学年ごとに分かれ▶滝の尻大滝手前の砂浜▶大
滝・タタミ岩周辺▶その北側―の３ブロックに分かれ、ごみ拾
いを開始。海岸には、空き缶やペットボトルなどの生活ごみの
他、捨てられた網やイカ漁で使う針などの漁具が散乱しており、
生徒たちはごみ袋を手に黙々と拾い集めていました。
　普段海岸で釣りをしているという 2 年Ａ組の上野光一くん
は「プラスチック容器や空き缶など去年よりごみは多い。ごみ
を拾うほうは大変。海を汚さないでほしい」と話していました。ごみを拾う生徒たち

犯罪のない、明るい村に
「社会を明るくする運動」保護司が PR

　野辺地地区保護司会六ヶ所支部（葛西満支部長、会員 6 人）
が 6 月 30 日、第 61 回社会を明るくする運動の PR のため村長室
を訪れました。葛西支部長は古川健治村長の前で法務大臣と同
運動の推進委員長（青森県知事）のメッセージを読み上げ、明
るい地域社会づくりの推進と同運動への協力を呼びかけました。
　社会を明るくする運動（社

し ゃ め い

明運動）とは、犯罪の防止と犯罪
者の矯正や更生保護について正しい理解を深め、犯罪をなくし
て社会を明るくしようという運動です。同支部会員たちは、ド
ライバーや通行人への PR のため、役場庁舎の国道側の壁に「防
ごう犯罪と非行　助けよう立ち直り」の垂れ幕を設置しました。
　葛西支部長は「社明運動の期間は 7 月の１カ月間ですが、村
民の皆さんには、この期間だけでなく年間を通して犯罪のない
六ヶ所村づくりへの協力をお願いします」と話していました。

古川村長㊧にメッセージを読み上げる葛西支部長（手前）

電子レンジで押し花づくり
東北大が発明クラブに出前授業

　東北大学の出前授業「電子レンジで押し花を作ろう」が 6 月
25 日、二又の夢はぐ館で六ヶ所村少年少女発明クラブ（松尾拓
爾会長、会員 41 人）を対象に行われました。
　はじめに同大の藤原充啓助教が、水風船を電子レンジで加熱
し″量子″の働きを説明。その後、押し花づくりに挑戦しました。
会員たちは、夢はぐ館周辺で摘んできた色とりどりの花を電子
レンジで加熱、乾燥させてラミネート加工し、オリジナルの押
し花を完成させました。会員たちは「来年もまたやりたい」「次
は自分の好きな花で作りたい」などと声を弾ませていました。
　科学技術への夢と情熱をはぐくむことを目的に活動を続ける
同クラブ。今年の 2 月に開かれた『青森県・げんねんジュニア
ロボットコンテスト』初級団体の部では初優勝に輝きました。加熱される水風船に興味津々の会員たち

読書活動の活性化考える
『リアル熟議 in 六ヶ所』開かれる

　『リアル熟議 in 六ヶ所』が 6 月 23 日、中央公民館で開かれ、
図書館協力員や小中学校長など教育関係者約 40 人が、読書に
ついて意見を交わしました。
　よりよい教育現場作りや教育政策について議論する場『リア
ル熟議』。本年度は、野辺地町や横浜町でも開かれました。
　テーマは『読書でつなぐ地域の「わ（和・輪）」～読み聞か
せが子どもをはぐくむ～』。参加者は、5 つのグループに分かれ、
現在取り組んでいること、今後やってみたいことを発表し合う
など、ワークショップ形式で話し合いました。参加者の六ヶ所
おはなしの会『森のくまさん』の会員は「話し合いで出た『老
人ホーム出張読み聞かせ』はいいアイディア。みんなの取り組
みが聞けていい勉強になりました」と話していました。現在取り組んでいることなどをふせんに書いて発表し合う参加者ミネさん㊥と親族の皆さん

「頑張る」村長と固い握手
六ヶ所クの３人が全国・北日本大会出場

　全日本卓球選手権大会（7 月 22 日～ 24 日：神戸市）へ出場
する六ヶ所卓球クラブの高橋葵羽さん（泊小 3 年）と、全国ホー
プス北日本卓球大会（8 月 5 日～ 7 日：帯広市）へ出場する同
クラブの種市翔太くん（同 6 年）、瀬川吏久くん（同 3 年）が
7 月 19 日、村長を表敬訪問し、「頑張ってくる」と力強く出場
報告をしました。
　高橋さんは県予選カブの部を第 5 位の成績で通過、全日本大
会に 2 度目の出場を果たしました。また、種市くんと瀬川く
んは県予選団体・男子の部を 3 位の成績で通過、全国ホープ
ス北日本ブロック大会への出場権を獲得しました。古川健治村
長は「体調に気をつけて頑張ってきてください」と 3 人を激励。
高橋さんは「予選突破」、種市くんは「2 回戦までは勝ちたい」、
瀬川くんは「優勝をめざす」と抱負を話しました。

（左から）種市くん、瀬川くん、高橋さん、古川村長
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六 ヶ 所 人 の ス タ イ ル 通 信

　村は、尾駮野附地区に公共公益施設（仮称：総合
医療福祉施設）建設のため、六ヶ所都市計画地区計
画（野附地区計画）の決定について原案を作成しま
した。村の手続き条例に基づき、村民の皆さまの縦
覧に供し、意見書の提出を受け付けます。
　この案についての意見を聞かせていただくため、
公聴会を開催します。

■計画の概要
○地区計画の名称　野附地区計画
○地区計画を決定する区域　六ヶ所村大字尾駮字野
附の一部
○計画を決定する面積　約３．２ヘクタール
○決定理由　本地区は、尾駮地区などとの機能連携
や一体性を考慮した良好な住環境の形成、また、村
の中心市街地形成の一部を担う地区として、公共公
益施設や附随する住宅用地の機能的な土地利用を図
るため、地区計画を定めるものである

■縦覧　
○縦覧期間　8 月 4 日木から 8 月 17 日水までの平
日（午前 8 時 30 分～午後 5 時）
○縦覧場所　役場企画調整課

■意見書　
○受付期間　8 月 18 日木から 8 月 24 日水までの
平日（午前 8 時 30 分～午後 5 時）
○受付場所　役場企画調整課
○記載内容　意見書には▶住所▶氏名▶年齢▶職業
▶意見の要旨▶その理由―を記載してください（様
式は企画調整課にあります）

■公聴会　
○日時　8 月 26 日金午後 3 時～
○場所　六ヶ所村中央公民館
○公述人　野附地区計画（原案）について、公聴会
に出席して意見を述べたい人は、意見書受付期間内

六ヶ所都市計画地区計画（野附地区計画）
原案の縦覧、意見書受け付け
および公聴会の開催について

に意見書を提出してください
※意見書の提出がない場合は、公聴会をとりやめま
す。その場合は、役場掲示板でお知らせするほか、
当該公聴会会場にもその旨を掲示します。

問企画調整課　☎ 0175（72）2111（内線 357）　

野附地区 区域面積　約 3.2㌶

レイクタウン北地区

野附地区計画
位置図

　

７
月
下
旬
―
。
１
㍍
ほ
ど
の
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
若
木
が
並
ぶ
相
内
さ

ん
の
畑
で
、
保
育
所
の
園
児
た
ち
が

一
生
懸
命
に
実
を
摘
ん
で
い
る
。

　
「
う
わ
ぁ
大
き
い
！
」、「
甘
く
て

お
い
し
い
ね
」。時
折
実
を
ほ
お
ば
っ

て
、
に
っ
こ
り
と
笑
顔
を
向
け
る
。

　

実
の
大
き
さ
は
、
３
個
ほ
ど
で
子

ど
も
た
ち
の
手
か
ら
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
。

　
「
そ
の
種
類
は
大
き
く
な
る
と

５
０
０
円
玉
ぐ
ら
い
に
も
な
る
よ
。

こ
の
あ
た
り
の
木
は
植
え
て
か
ら
４

大
切
に
育
て
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
。
観
光
農
園
開
き
た
い

●あいない・しの
ぶ
六ヶ所村倉内在
住。
六ヶ所村ブルーベ
リー生産組合代
表。平成7年まで
六ヶ所村役場職員

年
ぐ
ら
い
経
つ
か
な
。
同
じ
時
期
に

植
え
て
も
、
大
き
く
育
つ
木
、
発
育

が
悪
い
木
…
そ
れ
ぞ
れ
の
木
に
よ
っ

て
生
育
状
況
が
違
う
。
ま
め
に
草
を

刈
っ
た
り
、
手
を
か
け
て
や
ら
な
い

と
。
子
ど
も
み
た
い
な
も
の
だ
ね
」。

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
畑
を
見
渡
し
な
が

ら
、相
内
さ
ん
は
に
こ
や
か
に
話
す
。

　

早
生
、
中
手
、
晩
生
の
５
種
類

４
０
０
本
ほ
ど
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

は
、
深
紫
の
実
を
次
々
と
付
け
、
収

穫
を
待
つ
ば
か
り
だ
。

　

相
内
さ
ん
が
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
栽

培
を
本
格
的
に
始
め
た
の
は
平
成
７

年
。
仲
間
と
共
に
六
ヶ
所
村
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
生
産
組
合
を
設
立
し
て
か
ら
だ
。

　

ヤ
マ
セ
に
強
い
果
樹
と
い
わ
れ
る

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
、
村
の
畑
作
で
盛

ん
な
大
根
や
長
芋
よ
り
軽
量
。
収
穫

の
労
力
が
少
な
く
て
す
む
と
い
う

利
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
の
農

業
者
に
も
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
植
え

付
け
か
ら
試
行
錯
誤
を
経
て
平
成
15

年
、
よ
う
や
く
生
産
が
軌
道
に
乗
り

始
め
た
。

　
「
植
え
付
け
て
か
ら
３
年
は
、
立

派
な
木
に
す
る
た
め
に
花
が
咲
い
て

も
摘
み
と
っ
た
。
大
き
く
な
れ
、
大

き
く
な
れ
っ
て
ひ
た
す
ら
願
い
を
込

め
て
育
て
た
ん
だ
。
よ
う
や
く
実
が

な
っ
て
き
た
の
は
４
年
目
ぐ
ら
い
だ

ね
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
。

　

ピ
ー
ク
時
の
平
成
16
年
の
収
量

は
、
組
合
全
体
で
約
３
ト
ン
。
現
在

は
、
全
量
を
か
け
は
し
寮
の
工
房
プ

エ
ン
テ
に
出
荷
し
て
い
る
。
組
合
の

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
使
っ
て
作
ら
れ
た

プ
エ
ン
テ
の
ジ
ャ
ム
や
ケ
ー
キ
な
ど

は
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
味
わ
い
が
人

気
を
集
め
て
い
る
。
プ
エ
ン
テ
の
能

登
敬
二
さ
ん
は
「
組
合
の
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
は
酸
味
が
ほ
ど
良
く
て
、
お
菓

子
に
も
最
適
」
と
絶
賛
だ
。

　
「
来
年
の
春
に
は
、
観
光
農
園
も

や
っ
て
み
た
い
。
ま
ず
は
、
村
の
人

た
ち
に
た
く
さ
ん
来
て
ほ
し
い
。
お

客
さ
ん
の
た
め
の
休
憩
所
も
作
ら
な

い
と
。
忙
し
く
な
り
そ
う
だ
ね
」

　

袋
一
杯
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
大
切

に
抱
え
は
し
ゃ
ぐ
園
児
た
ち
を
見

て
、
う
れ
し
そ
う
に
目
を
細
め
た
。

PROFILE

大きくて、自慢のブルーベリー
村の人たちにも、ぜひ味わってほしい

「大きいのはどこかな？」
ブルーベリーを摘み取る
倉内へき地保育所の園児

相内　忍さ
ん
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昨
年
の
７
月
か
ら
、
村
の

英
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

と
し
て
活
躍
し
た
ヘ
イ
リ

ー
・
ソ
ル
ト
マ
ー
シ
ュ
さ
ん

が
勤
務
を
終
え
て
帰
国
し
ま

し
た
。

〈
ヘ
イ
リ
ー
さ
ん
か
ら
、
村
の

皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
〉 

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

　

六
ヶ
所
村
に
来
て
か
ら
は

や
１
年
、
も
う
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
帰
る
時
期
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

私
は
こ
こ
で
た
く
さ
ん
の

親
切
な
人
に
出
会
っ
た
り
、

す
て
き
な
場
所
を
見
た
り
、

楽
し
い
経
験
を
し
た
り
し
ま

し
た
。

　

心
に
残
っ
て
い
る
も
の

は
、
六
ヶ
所
村
の
異
文
化
交

流
フ
ェ
ア
で
す
。
そ
の
と
き

に
村
の
人
々
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
文
化
を
紹
介
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

他
に
楽
し
か
っ
た
こ
と

は
、
戸
鎖
で
の
田
植
え
、
ソ

バ
打
ち
体
験
や
い
ろ
い
ろ
な

学
校
の
運
動
会
に
参
加
し
た

こ
と
で
す
。

　

マ
イ
ク
と
一
緒
に
実
施
し

た
毎
週
の
英
会
話
授
業
も
す

ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

一
番
印
象
深
い
の
は
、
六

ヶ
所
村
の
い
ろ
い
ろ
な
学
校

を
訪
問
す
る
こ
と
で
、
学
生

や
教
師
と
知
り
合
い
に
な
っ

た
こ
と
で
す
。

　

私
の
希
望
は
、
生
徒
た
ち

が
一
生
懸
命
に
英
語
を
勉
強

し
て
将
来
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
遊
び
に
来
る
こ
と
で
す
。

　

私
は
六
ヶ
所
村
を
離
れ
る

こ
と
が
悲
し
い
で
す
。で
も
、

ま
た
い
つ
か
こ
こ
に
訪
れ
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

　

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
。

　

韓
国
襄
陽
郡
派
遣
職
員
の

藤
谷
で
す
。

　

今
月
は
韓
国
の
ス
ポ
ー
ツ

の
現
状
に
つ
い
て
私
な
り
に

感
じ
た
こ
と
を
書
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

韓
国
で
盛
ん
な
ス
ポ
ー
ツ

と
言
え
ば
▼
野
球
▼
サ
ッ
カ

ー
▼
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

▼
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
―
な

ど
が
韓
国
に
来
る
前
の
私
の

イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。

　

実
際
に
韓
国
に
来
て
み
る

と
先
に
挙
げ
た
ス
ポ
ー
ツ
の

他
に
▼
ゴ
ル
フ
▼
テ
ニ
ス
▼

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
▼
フ
ッ
ト
サ

ル
▼
卓
球
▼
サ
イ
ク
リ
ン
グ

▼
登
山
▼
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
―

な
ど
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
が
国

民
に
親
し
ま
れ
て
お
り
、
休

日
だ
け
で
は
な
く
、
平
日
の

早
朝
や
夕
方
・
夜
に
も
ス
ポ

ー
ツ
を
す
る
人
が
た
く
さ
ん

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
技
で
あ
る
テ
コ

ン
ド
ー
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て

お
り
、
襄
陽
郡
に
も
い
く
つ

か
の
道
場
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
で
は
学
生
時
代
に
部

活
動
な
ど
で
ス
ポ
ー
ツ
に
取

り
組
む
こ
と
が
多
く
、
社
会

人
に
な
る
と
ス
ポ
ー
ツ
に
接

す
る
機
会
が
減
少
し
て
い
き

ま
す
。
韓
国
で
は
逆
に
、
学

生
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
ま
り
盛
ん

で
は
無
く
、
社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
余
暇
と
し
て
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
ん
で
い
る
人
が
と

て
も
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。

　

襄
陽
郡
庁
で
も
部
署
対
抗

の
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
が
行
わ

れ
、
男
性
だ
け
で
な
く
女
性

の
試
合
も
行
わ
れ
、
異
様
な

盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
ト
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
を

見
て
み
る
と
、
世
界
で
も
活

躍
で
き
る
競
技
種
目
や
選
手

が
い
る
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
期
待

度
は
異
常
に
高
く
、
テ
レ
ビ

で
も
延
々
と
野
球
、
サ
ッ
カ

ー
や
ゴ
ル
フ
を
放
送
し
て
い

る
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
複
数
あ
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ

ー
ト
の
キ
ム
ヨ
ナ
選
手
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
Ｃ
Ｍ
や
商
品
の

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
６
日
に
は
２
０
１
８

年
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

襄
陽
郡
と
同
じ
江カ

ン
ウ
ォ
ン
ド

原
道
内
に

「またいつか、ここを訪れることを楽しみに」
ＡＬＴヘイリーさんが帰国

あ
る
平

ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
グ
ン

昌
郡
に
お
い
て
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、

今
後
ま
す
ま
す
フ
ィ
ギ
ュ
ア

ス
ケ
ー
ト
や
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ

ッ
ク
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
今
年
は
大テ

グ邱
広

域
市
に
お
い
て
世
界
陸
上
が

開
催
さ
れ
ま
す
が
、
韓
国
人

選
手
の
メ
ダ
ル
や
入
賞
の
可

能
性
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と

か
ら
、
全
く
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん

し
、
国
民
の
関
心
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　

学
生
時
代
か
ら
陸
上
競
技

を
し
て
い
る
私
と
し
て
は
、

今
回
の
世
界
陸
上
を
き
っ
か

け
に
韓
国
の
陸
上
熱
も
高
ま

り
を
見
せ
て
ほ
し
い
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
そ
れ
ぞ
れ

の
試
験
案
内
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

■
受
験
手
続
き
、
そ
の
他
の

問
い
合
わ
せ
先

青
森
県
警
察
本
部
警
務
課
採

用
係　

代
表
電
話
０
１
７

（
７
２
３
）
４
２
１
１
（
内

線
２
６
６
４
～
２
６
６
６
）

ま
た
は
県
内
各
警
察
署

　

夏
祭
り
や
お
盆
の
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
海
や
山
へ
の

家
族
旅
行
、
帰
省
な
ど
で
長

距
離
ド
ラ
イ
ブ
を
す
る
機
会

が
増
え
、
例
年
、
こ
の
時
期

は
高
速
道
路
の
交
通
量
が
大

幅
に
増
加
し
、
交
通
事
故
が

多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

今
年
３
月
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
に
伴
い
、
６
月

20
日
午
前
０
時
を
も
っ
て
、

上
限
料
金
制
は
廃
止
、
無
料

化
社
会
実
験
は
一
時
凍
結
と

な
り
、
同
日
か
ら
被
災
者
な

ど
へ
の
高
速
道
路
無
料
開
放

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
無
料
開
放
に
よ
り
各

イ
ン
タ
ー
付
近
で
渋
滞
も
懸

念
さ
れ
ま
す
の
で
、
帰
省
、

レ
ジ
ャ
ー
、
家
族
旅
行
を
よ

り
楽
し
い
も
の
に
す
る
た
め

次
の
点
に
注
意
し
て
安
全
運

転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

❶
事
前
の
高
速
走
行
前
の
車

両
点
検
お
よ
び
整
備

❷ 

燃
料
残
量
に
注
意

❸
全
乗
車
員
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用

❹
本
線
以
外
の
走
行

❺
走
行
速
度
の
確
認

❻
十
分
な
車
間
距
離

❼
居
眠
り
運
転
の
防
止

❽
故
障
時
な
ど
の
措
置

　

楽
し
い
は
ず
の
夏
の
レ

ジ
ャ
ー
も
、
毎
年
、
海
や
川

な
ど
の
事
故
で
多
く
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
８
月
に
は
、
８

件
、
11
人
の
水
難
事
故
が
発

生
し
、
そ
の
う
ち
５
人
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。

■
遊
泳
中
の
事
故
を
防
止
す

る
た
め
の
注
意
点

❶
遊
泳
禁
止
の
立
て
看
板
が

あ
る
場
所
や
岩
場
、
潮
の
流

れ
の
速
い
場
所
で
は
、
絶
対

に
泳
が
な
い

❷
保
護
者
は
、
水
遊
び
を
し

て
い
る
子
ど
も
か
ら
目
を
離

さ
な
い

❸
強
風
、
高
波
の
日
は
泳
が

な
い

❹
自
分
の
泳
ぎ
を
過
信
し
な
い

❺
飲
酒
後
に
は
絶
対
泳
が
な
い

❻
泳
ぐ
前
に
は
必
ず
準
備
運

動
を
す
る

＊
溺
れ
て
い
る
人
を
助
け
に

行
っ
て
事
故
に
遭
う
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
は

落
ち
着
い
て
、
状
況
に
応
じ
、

浮
き
輪
な
ど
の
道
具
を
利
用

し
た
り
、
周
り
の
人
の
協
力

を
得
て
救
助
す
る
な
ど
、
二

次
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

全
国
的
に
水
上
オ
ー
ト

バ
イ
が
普
及
し
て
い
ま
す
。

　

水
上
オ
ー
ト
バ
イ
で
の

海
水
浴
場
へ
の
乗
り
入
れ
や

遊
泳
者
へ
の
接
近
は
、
衝
突

事
故
の
危
険
が
あ
る
の
で
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
水
上

オ
ー
ト
バ
イ
は
小
型
船
舶
操

縦
士
の
免
許
が
必
要
で
す
。

② 6 月末の村の物件事故発生状況
平成 23 年 22 年

前年比
6 月中 累計 累計

13 106 126 － 20

① 6 月末の村の人身事故発生状況
平成 23 年 22 年 前年比6 月中 累計 累計

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

1 0 1 13 2 18 14 0 9 -1 2 9

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日

夏
の
水
難
事
故
を

防
止
し
よ
う

行
楽
、
帰
省
時
の
高

速
道
路
の
利
用
は
安

全
運
転
で

　

青
森
県
人
事
委
員
会
お
よ

び
青
森
県
警
察
本
部
は
、
警

察
官
Ｂ
の
採
用
試
験
を
行
い

ま
す
。

　

採
用
予
定
人
員
、
受
験
資

格
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
受
付
期
間　

８
月
８
日
月

～
９
月
２
日
金

■
第
一
次
試
験　
９
月
25
日
日

■
試
験
場
所　

青
森
市
、
八

戸
市
、
弘
前
市

■
試
験
種
別　

警
察
官
Ｂ

（
男
女
）

■
採
用
予
定
人
員　

未
定

■
受
験
資
格　

昭
和
54
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　

た
だ
し
、
大
学
を
卒
業
し

た
人
お
よ
び
平
成
24
年
３
月

31
日
ま
で
に
大
学
卒
業
見
込

み
の
人
を
除
く

　

な
お
、
警
察
官
Ｂ
（
男

性
）
だ
け
、
警
視
庁
、
埼
玉

県
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
お

よ
び
静
岡
県
の
警
察
官
を
志

望
す
る
人
も
同
時
に
受
験
で

き
ま
す
（
受
験
資
格
は
志
望

す
る
都
県
に
よ
っ
て
異
な
る

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
県
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）。

　

ま
た
、
受
験
資
格
な
ど
は

警察官 B（短大・高校卒など）を募集
来たれ！ 若き力 正義の心

村
派
遣
職
員
が
ヤ
ン
ヤ
ン
郡

で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

今
日
も
襄
陽
日
和
で
す
。

　

青
森
県
警
察
は
８
月
と
９

月
の
２
カ
月
間
を
「
自
転
車

盗
抑
止
対
策
強
化
期
間
」
に

設
定
し
、
各
種
対
策
を
強
力

に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
の
被
害
防
止
策
で
、
自

転
車
盗
難
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
鍵
掛
け
の
励
行

○
ツ
ー
ロ
ッ
ク
の
実
践

○
防
犯
登
録
の
実
施

○
放
置
駐
輪
の
禁
止

職場で 6 月、娘の誕生会を開いていただいたとき
の１枚。皆さんのおもてなしが心に響きました

お気に入りのゆかた姿で

自
転
車
に
愛あ

い
じ
ょ
う錠

を

交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流
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査
し
ま
す
。

　

国
家
資
格
を
も
っ
た
検
査

と
い
う
専
門
分
野
で
の
知
識

と
技
能
と
経
験
を
も
っ
た
人

間
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
析
手

段
を
用
い
て″
今
の
状
態
〟

を
検
査
し
ま
す
。

　

野
辺
地
病
院
は
８
人
、
三

沢
病
院
は
12
人
、
十
和
田
市

立
病
院
は
20
人
、
県
病
に
は

約
40
人
が
勤
務
し
、
各
分
野

の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
と
し
て
活
躍

し
て
い
ま
す
。

          

　

残
念
な
が
ら

尾
駮
診
療
所
は

自
分
１
人
だ
け

で
す
の
で
、
検

体
検
査
の
ほ
と

ん
ど
を
外
部
委
託
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

■
精
度
管
理
を
ご
存
知
で
す

か
？

　

い
く
ら
高
性
能
な
検
査
機

器
と
優
秀
な
臨
床
検
査
技
師

で
も
、
精
度
管
理
を
怠
る
と

全
く
信
頼
性
の
な
い
デ
ー
タ 

が
打
ち
出
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
信
頼
性
の
な
い
デ
ー

タ
を
元
に
医
師
が
治
療
を
行

な
っ
て
し
ま
え
ば
、
被
害
を

臨床検査って何？
臨床検査技師の仕事、ご存じですか

　

医
療
施
設
（
病
院
、
診
療

所
）
に
は
医
師
や
看
護
師
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種

の
人
た
ち
が
大
勢
勤
務
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
中
で「
放
射
線
技
師
」

は
知
っ
て
い
ま
す
が
「
臨
床

検
査
技
師
」
は
知
ら
な
い
と

い
う
方
々
が
ほ
と
ん
ど
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
臨
床
検
査
技
師
」
は
全

国
の
医
療
施
設
に
約
６
万
人

勤
務
し
て
お
り
、
看
護
師
・

医
師
に
次
い
で
人
数
の
多
い

職
種
で
す
。
今
回
は
「
臨
床

検
査
技
師
」
の
業
務
に
つ
い

て
簡
単
に
ご
説
明
し
ま
す
。

■
臨
床
検
査
っ
て 

何
？

　

病
院
で
採
血
や
検
尿
を
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
？ 

　

そ
れ
が
臨
床
検
査
で
す
。

　

患
者
さ
ん
か
ら
採
取
し
た

血
液
や
尿
、
便
、
細
胞
な
ど

を
調
べ
る
『
検
体
検
査
』
と
、

心
電
図
や
脳
波
な
ど
患
者
さ

ん
を
直
接
調
べ
る
『
生
理
機

能
検
査
』
の
２
つ
に
大
き
く

分
け
ら
れ
ま
す
。

■
検
査
で
何
が
分
か
る
の
？

　

頭
が
痛
か
っ
た
り
、
熱
っ

ぽ
く
て
体
が
だ
る
か
っ
た
り

…
こ
れ
ら
の
症
状
は
全
て
体

が
発
す
る
危
険
信
号
で
す
。 

　

そ
れ
ら
の
症
状
の
原
因
が

分
か
ら
な
か
っ
た
り
、
同
じ

症
状
で
も
複
数
の
病
気
が
考

え
ら
れ
る
な
ど
、
診
断
の
難

し
い
ケ
ー
ス
も
多
く
あ
り
ま

す
。

　

そ
こ
で

❶
症
状
の
原
因
を
調
べ
る

❷
症
状
の
似
た
病
気
の
中
か

ら
、
ど
の
病
気
に
該
当
す
る

か
を
調
べ
る

❸
診
断
の
確
認
を
す
る

❹
病
気
の
進
行
度
合
い
を
調

べ
る

❺
投
薬
に
よ
り
副
作
用
の
度

合
い
を
調
べ
る

❻
治
療
効
果
を
確
認
す
る

　

な
ど
の
目
的
で
さ
ま
ざ
ま

な
検
査
を
し
ま
す
。

■
検
査
は
誰
が
？

　
「
臨
床
検
査
技
師
」
が
検

尾駮診療所　臨床検査技師長

髙橋 毅 

6 月 4 ～ 10 日は歯の衛生習慣です

受
け
る
の
は
患
者
さ
ん
自
身

で
す
。

　

精
度
管
理
は
「
検
体
の
品

質
保
証
」
と
「
検
査
機
器
の

品
質
保
証
」
の
２
つ
の
条
件

が
同
時
に
満
た
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

1
検
体
の
品
質
保
証

　

患
者
さ
ん
か
ら
採
取
し
た

検
体
は
生
も
の
で
す
か
ら
検

査
開
始
ま
で
の
間
、
適
切
に

管
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

検
体
や
検
査
の
種
類
に
よ

り
▼
室
温
▼
冷
蔵
▼
凍
結
▼

血
漿･

血
清
分
離
▼
ア
ル
コ

ー
ル･

ホ
ル
マ
リ
ン
固
定
―

な
ど
の
処
理
を
し
な
い
と
、

検
体
が
変
性
す
る
た
め
信
頼

性
の
な
い
検
査
デ
ー
タ
が
打

ち
出
さ
れ
ま
す
。

2
検
査
機
器
の
品
質
保
証

　

検
査
機
器
は
体
内
の
微
量

の
物
質
を
測
定
す
る
装
置
で

す
。
普
段
聞
き
慣
れ
て
い
る

「
血
糖
」
や
「
中
性
脂
肪
」

の
単
位
は
㎎
（
千
分
の
１

ｇ
）、「
血
清
鉄
」
の
単
位
は

㎍
（
百
万
分
の
１
ｇ
）、
さ

ら
に
は
そ
れ
以
下
の
単
位
の

物
質
を
測
定
し
ま
す
か
ら
、

毎
日
の
装
置
の
点
検
の
中
で

目
に
見
え
な
い
汚
れ
や
つ
ま

り
を
除
去
し
た
り
、
正
常
な

動
作
を
確
認
し
た
り
、
さ
ら

に
値あ

た
い
づ付
け
さ
れ
た
標
準
物
質

を
測
定
し
、
正
確
性
を
確
認

し
て
か
ら
検
査
が
始
ま
り
ま

す
。

　

単
に
ボ
タ
ン
を
押
す
と
勝

手
に
デ
ー
タ
が
打
ち
出
さ
れ

て
く
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

■
最
後
に

　

臨
床
検
査
に
つ
い
て
簡
単

に
説
明
し
ま
し
た
が
、
次
回

お
話
し
す
る
機
会
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
各
分
野
に
つ
い
て

の
説
明
が
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

1 に運動 ２に食事 しっかり禁煙 最後にクスリ
乱れた生活習慣の改善に取り組みましょう

●今月の歯ッピーエンゼルたち●
6 月 28日の３歳児健診で
虫歯のなかった子どもたち

鳥谷部 一誠くん 對馬 旺雅くん

沼尾 梨愛ちゃん

よ い 歯 で 歯 ッ ピ ー

腹
囲
１
㎝
＝
体
重
１
㎏

＝
約
７
０
０
０
㎉
が
、

内
臓
脂
肪
減
少
の

キ
ー
ワ
ー
ド
で
す

○
こ
れ
は
腹
囲
１
㎝
は
体
重

１
㎏
、
そ
し
て
約
７
０
０
０

㎉
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
に
相
当

す
る
と
い
う
意
味
で
す
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
腹
囲
を

１
㎝
減
ら
し
た
い
場
合
は
１

㎏
減
量
す
る
必
要
が
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
７
０
０
０

㎉
分
を
、
運
動
で
消
費
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
増
や
し
た
り
、
食

事
の
改
善
で
摂
取
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
減
ら
す
必
要
が
あ
る
、

と
い
う
こ
と
で
す
。

７
０
０
０
㎉
と
は
、

ど
の
く
ら
い
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
量
？

○
た
と
え
ば
１
日
当
た
り
、

運
動
で
１
０
０
㎉
現
在
よ
り

余
計
に
消
費
し
、
食
事
の
改

善
で
１
０
０
㎉
現
在
よ
り
摂

取
カ
ロ
リ
ー
を
減
ら
す
と
、

一
日
当
た
り
の
減
量
効
果
エ

ネ
ル
ギ
ー
量
は
２
０
０
㎉
に

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
１
カ
月
ち
ょ
っ

と
（
35
日
＝
７
０
０
０
㎉
÷

２
０
０
㎉
）
続
け
る
と
、
腹

囲
を
１
㎝
、
体
重
を
１
㎏
減

ら
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
体
重
70
㎏
の

人
が
８
４
０
分
・
１
１
２
㎞

走
っ
て
消
費
で
き
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
量
で
す
。

　

と
て
つ
も
な
い
運
動
量
だ

と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
一
日
に
10
分
歩
く

量
を
増
や
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
同
じ
70 
㎏
の
人
が
い
つ

も
よ
り
10
分
余
計
に
歩
く
と

約
40
㎉
消
費
し
ま
す
。

　

こ
れ
を
１
年
続
け
る
と

１
４
６
０
０
㎉
。
実
に
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
５
回
分
で
す
。

　

体
脂
肪
が
燃
焼
す
る
だ
け

で
な
く
心
肺
機
能
も
向
上
、

ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
な
り
ま

す
。

　

健
康
は
一
日
に
し
て
な
ら

ず
。
コ
ツ
コ
ツ
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

３B たいそう教室
■実施日　9 月 15 日・29 日、10 月 13 日・27 日、
11 月 10 日・24 日（いずれも木）
■時間　午前 10 時～ 11 時 30 分
■内容　３Ｂ体操（ボール、ベル、ベルターな
どを使った、無理のない楽しい体操）
■持ち物　タオル、飲み物
■申込期限
8 月 31 日水

マタニティ教室
■日時　8 月 24 日水　午前 10 時～正午
■内容　赤ちゃんの体について知ろう！
　　　　妊娠中の口腔衛生について
　　　　離乳食を作ってみよう！
■持ち物　母子手帳、エプロン 
■申込期限　8 月 19 日金

問健康課　☎ 0175（72）2794

健康づくり教室　

血液などの検体検査も、臨床検査技師の仕事の一つ。
体が発する危険信号を、多様な検査で見つけ出します

佐藤 柊音くん魚﨑 紋誠くん

川原田 楽くん

ボール
ベル

ベルター

交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流
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村
民
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
関
す
る

意
欲
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、

住
民
間
交
流
の
促
進
を
図
る
た

め
、
次
の
と
お
り
六
ヶ
所
村
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
奮
っ
て
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

９
月
11
日
日
午
前
９

時
～
午
後
３
時

■
場
所　

大
石
総
合
体
育
館

■
参
加
料　

無
料

■
主
催　

六
ヶ
所
村
体
育
協
会

■
主
管　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流

大
会
実
行
委
員
会

■
申
込
期
限　

９
月
２
日
金

■
申
込
先　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
リ
ー
ブ

℻
０
１
７
５
（
72
）
３
０
６
２

問
実
行
委
員
会
（
秋
戸
）

☎
０
９
０
（
１
９
３
０
）
５
６
０
７

７
月
１
日
発
行
の
ス
ワ
ニ

ー
情
報
紙
「
Ａ
Ｒ
Ｔ
＆
Ｍ
Ｕ
Ｓ

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｌ 

Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ 

Ｉ
Ｎ

Ｆ
Ｏ 

Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｙ
」
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。

『
エ
ル
ヴ
ィ
ス
・
ト
ッ
キ
ー

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
』
の
情
報
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。

お
客
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
改
め

て
お
詫
び
申
し
上
げ
、
訂
正
い

た
し
ま
す
。

（
誤
）
平
成
23
年
８
月
27
日
土

　
　

↓

（
正
）
平
成
23
年
８
月
28
日
日

　

な
お
、
開
場
時
間
、
開
演
時

間
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ

ま
に
は
奮
っ
て
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

問
六
ヶ
所
村
文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」

☎
０
１
７
５
（
72
）
３
４
０
０

　

郷
土
館
改
修
工
事
の
た
め
、

８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
ま
で

休
館
し
ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ

ま
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

問
六
ヶ
所
村
立
郷
土
館

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
３
０
６

　

北
部
上
北
広
域
事
務
組
合
消

防
本
部
は
、
甲
種
防
火
管
理
新

規
講
習
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
の
で
、
防
火
管
理
義
務
が

あ
る
建
物
の
管
理
者
ま
た
は
受

講
希
望
者
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時

９
月
14
日
水
午
前
８
時
50
分
～

午
後
４
時
20
分

９
月
15
日
木
午
前
９
時
～
午
後

３
時
（
２
日
間
） 

■
会
場　

野
辺
地
中
央
公
民
館 

（
野
辺
地
町
字
野
辺
地
１
ノ
15
）

☎
０
１
７
５
（
64
）
３
０
５
４

■
申
込
方
法　

最
寄
り
の
消
防

署
で
申
込
書
に
所
定
事
項
を
記

入
の
上
、
受
講
料
４
０
０
０
円

を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い■
受
付
期
間　

７
月
25
日
月
～

８
月
19
日
金
（
定
員
に
な
り
し

だ
い
締
め
切
り
ま
す
の
で
、
早

め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

問
北
部
上
北
広
域
事
務
組
合
消

防
本
部　

消
防
課

☎
０
１
７
５
（
64
）
０
６
５
０

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
し
て
い
る
人
は
、
毎
年
８
月

１
日
か
ら
31
日
ま
で
の
間
に
現

況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
送
付
さ
れ
て
い
る
書
類

に
必
要
書
類
を
添
付
の
上
、
期

限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
提
出
が
遅
れ
た
場
合

は
提
出
さ
れ
る
ま
で
手
当
の
支

給
が
停
止
さ
れ
る
ほ
か
、
提
出

し
な
い
ま
ま
２
年
を
経
過
し
た

場
合
は
、
受
給
資
格
が
消
滅
さ

れ
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　

制
度
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.rokkasho.jp/

）
く
ら

し
の
ガ
イ
ド
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
４
９
）

　

皆
さ
ま
の
多
数
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
演
題　
「
外
資
に
奪
わ
れ
る

森
～
こ
の
国
の
森
を
引
き
継
い

で
い
く
に
は
？
」

■
講
師　

東
京
財
団
研
究
員

（
森
林
総
合
研
究
所
林
木
育
種

場
長
兼
務
）

農
学
博
士　

平
野
秀
樹
氏

■
日
時　

９
月
28
日
水
午
後
１

時
30
分
～

■
場
所　

青
森
県
森
林
組
合
会

館　

２
Ｆ
大
会
議
室
（
青
森
市

松
原
一
丁
目
16
ノ
25
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
先　

９
月
14
日
水
ま
で

に
、
℻
、
電
話
、
メ
ー
ル
で
①

住
所
、
②
氏
名
、
③
連
絡
先
を

事
務
局
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い■
事
務
局　

㈳
青
森
県
林
業
会
議

☎
０
１
７
（
７
２
２
）
５
４
８
２

℻
０
１
７
（
７
７
３
）
８
７
８
８

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

m
.nom

iya@
aom

ori-pfau.
or.jp

　

独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開

発
機
構
む
つ
研
究
所
で
は
、
次

の
と
お
り
海
洋
地
球
研
究
船

「
み
ら
い
」・
施
設
の
一
般
公
開

を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

８
月
６
日
土

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
受
け

付
け
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

■
場
所　

独
立
行
政
法
人
海
洋

研
究
開
発
機
構　

む
つ
研
究
所

（
む
つ
市
大
字
関
根
字
北
関
根

６
９
０
番
地
）

■
内
容

①
海
洋
地
球
研
究
船「
み
ら
い
」

お
よ
び
施
設
の
公
開

郷
土
館
「
休
館
」
の

お
知
ら
せ

村
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流

大
会
を
開
催

　6 月の農業委員会定例総会が
6 月 21 日、役場分庁舎 3 階大
会議室で開催され、下記案件が
原案通り議決・承認されました。
■報告第 6 号　農地の転用事
実に関する照会について

1 件 2,159㎡
■報告第 7 号　農地使用貸借
契約の合意解約について

1 件 5,978㎡
■議案第 15 号　農地法第４条
の規定による農地転用許可申請
について

１件 9,916㎡
■議案第 16 号　農地法第 5 条
の規定による農地転用許可申請
について

1 件 660㎡

※総会の傍聴・会議録の縦覧がで
きます。各種許可申請書の締め切
りは月末です。次回の総会は 8 月
19 日金に開催予定です。
　なお、農地法第 3 条許可申請に
ついての記載例などは窓口に備え
付けています。

農地講座
農地法第 3 条について

■農地法第 3 条とは
　耕作目的の農地等の権利移動
をする場合に、農地法第 3 条
の許可を要します。許可を受け
ずにした行為は無効となるた
め、農地を取得できず、登記移
転もできません。
　貸し借りする場合も、同じよ
うに村農業委員会の許可が必要
です。
　農地を売買したいまたは貸し
借りしたい場合は、農業委員会
事務局または最寄りの行政書士
へ相談してください。
問農業委員会　
☎ 0175(72)2111（内 271 ～ 273）

農業委員会だより ス
ワ
ニ
ー
情
報
誌
の
訂

正
に
つ
い
て（
お
詫
び
）

児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
る
皆
さ
ま
へ

甲
種
防
火
管
理
新
規
講

習
を
開
催

公
開
林
業
講
演
会
を

開
催

海
洋
地
球
研
究
船
「
み

ら
い
」
と
施
設
を
一
般

公
開

②
研
究
紹
介　

③
楽
し
い
実
験
教
室

④
タ
ッ
チ
ン
グ
プ
ー
ル
～
津
軽

海
峡
に
い
る
魚
た
ち
を
さ
わ
っ

て
み
よ
う
！
～

⑤
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

⑥
「
み
ら
い
」
と
記
念
撮
影
オ

リ
ジ
ナ
ル
フ
ォ
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

プ
レ
ゼ
ン
ト（
先
着
５
０
０
人
）

⑦
ト
ラ
イ
ト
ン
ブ
イ
・
ア
ル
ゴ

フ
ロ
ー
ト
実
機
展
示
と
ゲ
ー
ム

⑧
え
び
げ
っ
ち
ゅ
２
０
１
１
～

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
つ
か
ま
え
よ

う
～

⑨
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
海

洋
研
究
開
発
機
構
貢
献
の
紹
介

（
パ
ネ
ル
展
示
）

⑩
青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

の
紹
介
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

■
そ
の
他

当
日
は
「
む
つ
科
学
技
術
館
」

へ
無
料
で
入
館
で
き
ま
す

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.jam
stec.

go.jp/jam
stec-j/m

utu/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い

■
入
場
料　

無
料

問
独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開

発
機
構　

む
つ
研
究
所　

☎
０
１
７
５
（
25
）
３
８
１
１

　

厚
生
労
働
省
は
、
本
年
７
月

31
日
現
在
で
、
常
用
労
働
者
を

１
人
か
ら
４
人
雇
用
し
て
い
る

事
業
所
を
対
象
に
、
毎
月
勤
労

統
計
調
査
特
別
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
１
人
か
ら
４

人
の
常
用
雇
用
者
を
雇
用
す
る

小
規
模
事
業
所
に
お
け
る
賃

金
、
労
働
時
間
お
よ
び
雇
用
の

実
態
に
つ
い
て
全
国
お
よ
び
都

道
府
県
別
に
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
お

り
、
結
果
は
小
規
模
事
業
所
の

実
態
を
示
す
資
料
と
し
て
最
低

賃
金
の
改
定
審
議
な
ど
に
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に

は
、
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て

統
計
調
査
員
が
訪
問
し
、
調
査

票
の
内
容
を
お
聞
き
し
て
調
査

票
を
作
成
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
書
か
れ
た
事
柄

は
、「
統
計
法
」
に
よ
り
、
厳

し
く
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
統
計
以
外
の
目
的
に
用
い

ら
れ
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ご
多
忙
の
こ
と
と
は
存
じ
ま

す
が
、
調
査
の
重
要
性
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
試
験
日　

９
月
18
日
日

■
試
験
場　

六
ヶ
所
村
商
工
会

館■
申
込
期
限　

８
月
12
日
金

■
申
込
場
所　

六
ヶ
所
村
商
工

会　
　

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
３
３
１

℻
０
１
７
５
（
72
）
２
５
１
３

■
検
定
料

１
級　

２
０
４
０
円

２
級　

１
５
３
０
円

３
級　

１
３
３
０
円

４
～
６
級　

９
２
０
円

７
～
10
級　
　

７
１
０
円

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特

別
調
査
に
つ
い
て
の
お

願
い

第
１
６
２
回
全
国
商
工

会
連
合
会
珠
算
検
定
を

実
施

 Rokkasho News and Information

海洋地球研究船「みらい」
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六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

佐
ささき

々木來
らいむ

夢（愁）　　泊
中
なかむら

村　朱
しゅり

里（雄太）尾駮レイクタウン
上

かみながね

長根　倖
こう

（博文）千歳平
澤
さわがしら

頭ちひろ（真二）老部川
桜
さくらい

井　結
ゆいな

菜（直樹）笹崎

六ヶ所村の人口
（6 月 30 日現在）

区分 人口 前月比

男 5,933 － 33
女 5,236 － 15
計 11,169 － 48

世帯数 4,511 － 11

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

ご結婚おめでとう

お悔やみ申し上げます
髙田オユワ　99 才（泊）
山崎佐太郎　79 才（泊）
坂井　松代　67 才（泊）
島川　久男　83 才（笹崎）
島川たひ子　85 才（笹崎）
大野　ちる　96 才（内沼）
上野　りゑ　88 才（泊）
坂上　すゑ　87 才（泊）
末田　勝子　60 才（老部川）
樋口兼太郎　90 才（泊）
水戸イツ子　70 才（泊）
澁谷　勝造　96 才（庄内）
目代　　幸　72 才（泊）
長根ヨシヱ　96 才（老部川）
石久保石雄　66 才（倉内）
6 月届け出分。届け出時に、本誌への掲
載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 0175-72-2111（内線 116）

戸籍の窓

Information Square

瀬川　博文（出戸）
大久保佳子（五戸町）
髙梨　良一（泊）
岡部　望美（庄内）

　

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
す

る
と
次
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら

れ
ま
す
。
入
院
時
の
高
額
医
療

費
の
限
度
額
適
用
認
定
を
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す　

（
70
歳
未
満
の
場
合
）。

　

さ
ら
に
、
滞
納
期
間
に
応
じ

て
次
の
よ
う
な
厳
し
い
措
置
が

と
ら
れ
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

特
別
な
事
情
に
よ
り
納
付
が

困
難
な
と
き
は
、
分
割
納
付
な

ど
も
で
き
ま
す
の
で
、
早
め
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

①
督
促　

　

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
が

行
わ
れ
、
延
滞
金
な
ど
を
徴
収

さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◀
そ
れ
で
も
滞
納
が
続
く
と
…

②
短
期
被
保
険
者
証
の
交
付

　

督
促
後
も
滞
納
が
続
い
て
い

る
と
、
通
常
の
保
険
証
の
代
わ

り
に
「
短
期
被
保
険
者
証
」
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

【
短
期
被
保
険
者
証
と
は
？
】

　

通
常
の
保
険
証
よ
り
も
、
有

効
期
限
が
短
い
保
険
証
で
給
付

は
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
更
新
の

手
続
き
を
頻
繁
に
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

◀
納
期
限
か
ら
１
年
が
過
ぎ
る

と
…

③
資
格
証
明
書
の
交
付　

　

滞
納
が
１
年
間
続
い
た
場
合

は
、保
険
証
を
返
し
て
も
ら
い
、

保
険
証
の
代
わ
り
に
「
資
格
証

明
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

【
資
格
証
明
書
と
は
？
】

　

資
格
証
明
書
は
、
国
保
被
保

険
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

も
の
で
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か

る
と
き
の
医
療
費
は
、
い
っ
た

ん
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

後
日
、
申
請
す
る
こ
と
で
保
険

給
付
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◀
納
期
限
か
ら
１
年
６
ヵ
月
が

過
ぎ
る
と
…

④
給
付
の
差
し
止
め

　

国
保
の
給
付
の
全
部
、
ま
た

は
一
部
の
支
払
い
が
一
時
差
し

止
め
に
な
り
ま
す
。

※
資
格
証
明
書
世
帯
の
高
校
生

世
代
以
下
に
つ
い
て
は
、
６
カ

月
以
上
有
効
な
短
期
被
保
険
者

証
を
交
付
し
ま
す

※
そ
の
ほ
か
に
財
産
の
差
し
押

さ
え
な
ど
の
処
分
を
受
け
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
40
歳

以
上
65
歳
未
満
の
国
保
被
保
険

者
が
い
る
世
帯
は
、
介
護
保
険

の
給
付
が
制
限
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す

問
納
税
に
関
す
る
こ
と

税
務
課　

☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１
（
内
線
１
２
４
）

国
民
健
康
保
険
証
に
関
す
る
こ
と

健
康
課　

☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１
（
内
線
１
４
２
）

■
職
務　

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
運
営
に
関
す
る
意
見
・
提
案

■
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

■
応
募
資
格　

県
内
在
住
40
歳

以
上
で
、
平
日
昼
間
青
森
市
で

の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

■
募
集
人
員　

８
人
（
応
募
者

の
中
か
ら
選
考
に
よ
り
決
定
）

①
被
保
険
者　

６
人

②
65
歳
以
上
障
害
認
定
の
被
保

険
者　

１
人

③
後
期
高
齢
者
医
療
以
外
の
医

療
保
険
被
保
険
者　

１
人

■
応
募
方
法　

応
募
用
紙
お
よ

び
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

関
す
る
意
見
（
４
０
０
字
程

度
）」
を
提
出

■
応
募
期
間　

９
月
１
日
木
～
22
日
木

■
謝
礼
な
ど　

会
議
１
回
の
出

席
に
つ
き
謝
礼
５
千
円
お
よ
び

交
通
費
（
公
共
交
通
機
関
利
用

実
費
相
当
額
）

■
応
募
用
紙
な
ど
の
配
布
、
問

い
合
わ
せ
先

健
康
課　

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
４
３
）

青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合 

総
務
課　

☎
０
１
７
（
７
２
１
）
３
８
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.ao

m
o

ri-
kouikirengou.jp/

　

個
人
事
業
税
は
、
一
定
の
事

業
を
行
う
個
人
に
対
し
、
原
則

と
し
て
、
前
年
の
所
得
を
も
と

に
課
税
さ
れ
る
県
の
税
金
で

す
。

　

個
人
事
業
税
が
課
税
さ
れ
る

主
な
事
業
の
種
類
お
よ
び
納
め

る
額
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　
【
表
１
】
の
事
業
を
行
っ
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
運
営
に
関
す
る
『
運

営
懇
談
会
』
委
員
の
公

募
を
行
っ
て
い
ま
す

国
保
税
を
滞
納
す
る
と

厳
し
い
措
置
が
と
ら
れ

ま
す

い
る
個
人
で

○
県
内
に
事
務
所
・
事
業
所
が

あ
る
人

○
事
務
所
・
事
業
所
を
設
け
て

い
な
い
人　

で
住
所
地
が
県
内

の
人
に
対
し
て
課
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
県
税
部
か
ら
送
付
さ

れ
る
納
税
通
知
書
に
よ
り
、
原

則
と
し
て
８
月
と
11
月
の
二
期

に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。

問
上
北
地
域
県
民
局
県
税
部　

課
税
課

☎
０
１
７
６
（
22
）
８
１
１
１

（
内
線
２
０
７
）

　

虐
待
を
受
け
た
少
女
が
主
人

公
の
「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ィ

～
命
輝
く
瞬
間
」
を
無
料
で
上

映
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
子
ど
も
と
一

緒
に
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

８
月
５
日
金

○
１
回
目　

午
前
10
時
～
午
前

11
時
30
分

○
２
回
目　

午
後
２
時
30
分
～

午
後
４
時

■
場
所　

六
ヶ
所
村
文
化
交
流

プ
ラ
ザ
「
ス
ワ
ニ
ー
」

■
入
場
料　

無
料

■
主
催　

六
ヶ
所
村
・
六
ヶ
所
村
人
権
擁

護
委
員
・
青
森
県
人
権
啓
発
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

問
総
務
課　

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
２
２
３
）

個
人
事
業
税
の

お
知
ら
せ

　戸籍の窓　訂正とお詫び
　先月号「戸籍の窓」で名前のふ
りがなに誤りがありました。訂正
し、お詫び申し上げます。
●お誕生おめでとう
　　誤：戸田　大雅（だいが）
　　正：戸田　大雅（たいが）

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日 試験場所

航空学生
男
女

高卒
（見込含）

21 歳未満

８月１日月
　　～
９月９日金

９月 23 日金（祝）
北里大学

（十和田市）

一般曹
候補生

男
女

18 歳以上
27 歳未満

９月 17 日土
北里大学

（十和田市）

自衛官候補生
（任期制）

女 ９月 26 日月
陸自
八戸駐屯地

男 ９月 27 日火 空自三沢基地

詳細については、下記まで問い合わせてください。
〒 033-0037　三沢市松園町三丁目 6-16　
　中野プラザビル 2 Ｆ（ユニバース松園店隣）
　自衛隊青森地方協力本部　三沢募集案内所			 
　☎・Fax 0176（53）1346（平日午前 8 時 45 分～午後 5 時 30 分）
　e-mail:plomisawa@carrot.ocn.ne.jp

事業の種類 納める額

第 1 種事業

物品販売業、不動産貸付業、駐車
場業、運送業、製造業、
請負業、旅館業、飲食店業、代理
業などの事業（37 業種）

課税所得　×　５％

第 2 種事業
畜産業、水産業、薪炭製造業、

（主として自家労力を用いて行うも
のを除く。）（3 業種）

課税所得　×　４％

第 3 種事業

医業、歯科医業、薬剤師業、弁護
士業、税理士業、コンサルタント業、
デザイン業、理容業、美容業など
の事業（28 業種）

課税所得　×　５％

あん摩・マッサージ、指圧・針・急・
柔道整復その他の医業に類する事
業、装蹄師業（2 業種）

課税所得　×　３％

＊課税所得＝収入金額－必要経費－事業専従者控除－各種控除（事業主控除290万円等）

【表１】

六ヶ所村駅伝選手団に皆さんの応援を

　第 19 回青森県民駅伝競走大会が 9 月 4 日日、
青森市で開かれます。
　選手たちは昨年の悔しさをバネに、村の部首位
奪還に向けチームの強化に取り組んでいます。当
日のレースの模様はテレビでも放映されますの
で、皆さんの応援をよろしくお願いします。

人
権
啓
発
活
動

無
料
映
画
を
上
映

平成 23 年度自衛官募集のご案内
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      六ヶ所村民図書館新刊案内
     問 0175(72)3405   

http://www.rokkasho-tosho.jp/

図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

日・曜 行事名 時　間 場　所

1 月
スワニー・郷土館・図書館休館日

婦人健診 受付 11:45 ～ 12:45 千 歳 平 体 育 館

2 火 婦人健診 受付 11:45 ～ 12:45 千 歳 平 体 育 館

3 水 栄養教室 9：30 ～ 13：00 保健相談センター

4 木
６カ月児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

１歳６カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

5 金
カンガルー教室〈抱っこ法〉 9：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

6 土 青森県民体育大会ゲートボール競技　9：00 ～〈村の選手が出場します〉 青 森 市

7 日 村民体育大会 9：00 ～ 大石総合運動公園

8 月
スワニー・郷土館・図書館休館日

複合健診 受付  ７:45 ～  ９:00 老人福祉センター

9 火 複合健診 受付  ７:45 ～  ９:00 老人福祉センター

10 水 複合健診 受付  ７:45 ～  ９:00 老人福祉センター

11 木
１歳児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

４カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

12 金
カンガルー教室 9：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

13 土

14 日

15 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

16 火

17 水

18 木

19 金
カンガルー教室 9：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

20 土 青森県民体育大会〈村の選手が出場します〉 主 会 場： 青 森 市

21 日 青森県民体育大会〈村の選手が出場します〉 主 会 場： 青 森 市

22 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

23 火
ワッ歯ッ歯ッ！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保健相談センター

３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

24 水 マタニティ教室 10：00 ～ 12：00 保健相談センター

25 木
カンガルー教室〈親子ビクス〉 9：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

26 金

27 土

28 日 エルヴィス・トッキーライブ in スワニー　開場 14：00 ～ / 開演 14：30 ～ ス ワ ニ ー

29 月
スワニー・郷土館・図書館休館日

５歳児発達相談 受付 13:15 ～ 13:30 保健相談センター

30 火 予防接種〈ポリオ〉 受付 12:45 ～ 13:15 保健相談センター

31 水

 村のスケジュール8 月

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

　心は鍛えるものではなく、整えるもの。い
かなる時も安定した心を備えることが、常に
力と結果を出せる秘訣だ…。誰もが実践でき
るメンタル術を、プロサッカー選手の長谷部
誠がつづる。

心を整える

長谷部　誠 著

　“ 安全な被曝量 ” は存在しない！ 原発の危
険性を訴え続けて 40 年、不屈の研究者・小
出裕章が原発の恐怖を警告する。各地で行っ
た講演やインタビューを再構成し、原発の最
新情報などを追加して書籍化。

原発のウソ

小出裕章 著

　15 歳のときに抱いた「宇宙に行きたい！」
という夢を現実にした宇宙飛行士・野口聡一。
子ども時代から、実際に宇宙に行くまでの道
のり、宇宙での体験までをつづる。

宇宙少年

野口　聡一著

　地上デジタル放送 11 チャンネル「六ヶ所村テレビ」、８月は以
下の番組を放送します。ぜひ、ご覧ください。
■番組内容
❶広報ろっかしょ　広報ろっかしょから各種情報、戸籍の窓、村
のスケジュールを抜粋し、文字放送でお知らせします
❷新米カメラマンどこへ行く !?　2nd　情報政策課の新米カメラ
マンが取材・編集した、村のトピックス（話題）。2nd（8 月）は
①六ヶ所高校体育祭（6 月 17 日収録）、②平成 23 年度連合観閲式（6
月 26 日収録）、③泊中学校参観日（7 月 8 日収録）です
❸ア・ラ・カルト BOX　ストックしている以下の番組の中から１
番組ずつランダムに放送します

▼８月１日月午前６時～９月１日木午前 6 時（8 月 13 日～ 17 日を除く）

8 月の番組表

　避難者に物資を届ける姉妹、濁流から 10 人
を助けた元ラガーマン、被災地に留まるフィ
リピン人看護師…。地域に密着した東北・東
日本の地元新聞から、感動の震災ニュース 94
本を厳選して紹介します。

心をつなぐニュース

池上　彰 著

①六ヶ所村の風景、②六ヶ所村郷土館（45 分）、③第 45 回六ヶ
所村民体育大会〈平成 22 年 8 月 1 日収録〉、④第 27 回ろっかしょ
産業まつり〈22 年 10 月 30・31 日収録〉、⑤第 28 回六ヶ所村民
俗芸能発表会〈23 年 1 月 8 日収録〉
❹青森県環境放射線モニタリング　空間放射線量率などをリアル
タイムで表示します
問情報政策課　☎ 0175（72）2111　（内線 155）

▼８月 13 日土午前６時～ 8 月 17 日水午前 6 時

六ヶ所村テレビ

11ch ！
Rokkasho　TV

時　間 番　組

6 時

00 広報ろっかしょ 8 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　2nd
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

7 時

00

15 広報ろっかしょ 8 月
30

試験放送のお知らせ
青森県環境放射線モニタリング

8 時 00

9 時 00

10 時

00 広報ろっかしょ 8 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　2nd
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

11 時

00

15 広報ろっかしょ 8 月
30 試験放送のお知らせ・青森県環境放射線モニタリング

12 時

00 広報ろっかしょ 8 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　2nd
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

13 時

00

15 広報ろっかしょ 8 月
30

試験放送のお知らせ
青森県環境放射線モニタリング

14 時 00

15 時 00

16 時 00

17 時

00 広報ろっかしょ 8 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　2nd
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

18 時

00

15 広報ろっかしょ 8 月
30

試験放送のお知らせ
青森県環境放射線モニタリング

19 時 00

20 時 00

21 時

00 広報ろっかしょ 8 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　2nd
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

22 時

00

15 広報ろっかしょ 8 月
30

試験放送のお知らせ
青森県環境放射線モニタリング

23 時 00

0 時
I

６時

0：00
Ｉ

6：00

時　間 番　組

6 時

00 広報ろっかしょ 8 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　2nd
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

7 時

00
15 新米カメラマンどこへ行く !? 1st（7 月放送分）
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

8 時

00
15 広報ろっかしょ 8 月
30 試験放送のお知らせ・青森県環境放射線モニタリング

9 時

00 広報ろっかしょ 8 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　2nd
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

10 時

00
15 新米カメラマンどこへ行く !? 1st（7 月放送分）
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

11 時

00
15 広報ろっかしょ 8 月
30 試験放送のお知らせ・青森県環境放射線モニタリング

12 時

00 広報ろっかしょ 8 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　2nd
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

13 時

00
15 新米カメラマンどこへ行く !? 1st（7 月放送分）
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

14 時

00
15 広報ろっかしょ 8 月
30

試験放送のお知らせ
青森県環境放射線モニタリング15 時 00

16 時 00

17 時

00 広報ろっかしょ 8 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　2nd
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

18 時

00
15 新米カメラマンどこへ行く !? 1st（7 月放送分）
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

19 時

00
15 広報ろっかしょ 8 月
30 試験放送のお知らせ

青森県環境放射線モニタリング20 時 00

21 時

00 広報ろっかしょ 8 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　2nd
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

22 時

00
15 新米カメラマンどこへ行く !? 1st（7 月放送分）
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX
23 時

Ⅰ
６時

00
15 広報ろっかしょ 8 月
30

試験放送のお知らせ
青森県環境放射線モニタリング

I
6：00

今年も六高野球部が甲子園県予選の初戦を突破。目代キャプテンは「先々週ぐらいから、先輩や地域の人たちが練習を見に来て励ましてくれた。こ
の１勝を大事にし、謙虚に次戦に向かいたい」とうれしそうに話していました○応援スタンドには昨年より多くの人たちが集まって、選手に声援を
おくりました。声援は選手たちの力となり、選手たちのひたむきな姿は応援する人に感動を与えます。昨年同様の活躍をというプレッシャーにも負
けず、堂々とした試合を見せたナインたち。私も大きな力と感動をいただきました（円子）●今まで広報を読むといえば、「戸籍の窓」ぐらい。広
報づくりに携わるようになってから改めて広報紙を見てみると、身近な人たちが活躍している記事や、自分にも関係するお知らせが載っていたりと、
身の周りの情報が詰まった情報誌なんだと気付きました○取材をするうちにいろんな人と知り合いになり、人との輪が広がっていきます。取材は、
人見知りの私を磨く大切な勉強なんだとしみじみ感じています（須藤）
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悠久の太古から、時を刻んできた浜辺の風景。
青く輝き、そして時に荒れ狂う海を眺めてきた、
海
かいひん

浜植物群落がある。
短い夏の日差しの中、潮風と砂粒をその体で受け止めながら、
砂地に深く根をおろしている。

伝えたい、六ヶ所の風景。
浜辺の植物たち

1_ 海浜植物群落がある尾駮地区の砂浜　2_ コウボウムギ（カヤツリグサ科）。防
風林への砂の動きを止めている丈の低いカヤツリグサ科の植物がコウボウムギだ。
砂の中に深く差しこまれ、人々を救った弘法様の杖のような、強固な麦に似た穂を
持つ。根もとにある葉の繊維を筆として使ったことから、書道にゆかりのある弘法
大師の名前をいただいたという由来をもつ　3_ ハマニンニク（イネ科）。ニンニク
の葉に似た葉を持つのでハマニンニクの名が付けられているが、ユリ科のニンニク
と異なり、イネの仲間である。大きな群落を作り、砂の動きを止めている（写真提
供：山上睦さん〈㈶環境科学技術研究所〉）


